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平成26年11月26日（水）　　　　　：三浦　綾　　　記録：佐々木　弘子
	小笠原
	東
	矢幅
	金田
	小嶋
	菅原
	小林
	戸賀沢
	服部
	櫻田
	慶長

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	年休
	業務
	○
	○
	○

	三浦

(綾)
	松橋
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	小屋敷
	吉田
	藤島
	
	

	○
	業務
	○
	○
	○
	業務
	○
	○
	○
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・11/27(木)鈴木　惇浩様　体験利用予定（前回9/16(火)デイケア見学に来ている）

・11/28(金)木村　美智子様　ＰＭ12：30見学予定

＜利用者様情報＞
・佐々木宏樹様～本日より、デイケア利用開始となる。(利用は月～金曜日)定時に来所し、オリエンテーションへの理解も良好で分からないことは積極的にスタッフに確認しており、都度丁寧な応対である。趣味が多く、午前のプログラムでは自分で出来るものを持参され、取り組んでいる。肺癌に罹患しており､今後のがん治療への予定を伝えに来ており、入院や検査予定のメモをスタッフへ渡している。12/1～12/6まで八戸市立市民病院へ入院し､抗がん剤治療（最終クール）を開始予定。12/18ＣＴ検査予定となっている。受診等で前日に予定が分かれば、夕方以降にでも連絡を入れると穏やかに話されている。「自宅に一人でいると、先が見えないことで不安になってしまう」「出来れば毎日利用して、不安を解消していきたい」等と話しており、今後は日中活動及び断酒継続、疾患や日常生活における相談対応を目的としていくこととしている。
・平　康子　様～来所時より､生魚のような異臭が目立ち､鞄の中身を本人とともに確認。古いレシートや空の薬包､長期間洗濯していないようなタオル等が鞄の中に散乱しており､異臭の原因を発見。｢このタオル､なんか臭いと思ってたのよ｣と笑っており､清潔保持の為にもきちんと鞄の中を普段から整理するよう助言。本人とともに鞄の中身を整理している。
・袴田　淑子様～月曜日から排便がないことから、本朝から腹部の張りを訴えている。食事は食べれないと話されていたが、いつもの摂取量を食べている。日中、体温37℃台の発熱あり静養室で休まれてるが、食事の時間になると自ら静養室から出てこられている。引き続き、排便の有無、腹痛・発熱等の身体症状の観察を行っていく。
＜外来情報＞
・板橋　利美様～右手が震える、足も重い、寝つきが悪いと訴えある。薬剤調整し、ヒベルナ(5)2T→4T　2×ndE増薬となる。

・高橋　洋子様～娘様と受診される。娘様より、自宅ではジュースをいっぱい飲み、起床後は外で煙草を吸っていて、徐々に禁煙量が増えてきていると話されている。本人は、ご飯は食べるも吐き気がすると不調を話されている。担当医より、タバコを吸い過ぎるとそのような症状がでたり、脳梗塞の原因になることを説明されている。デイケアを休みがちとなっていることについて、「火曜日、木曜日だったら行ける」と、本人は話されている。担当医より、行けるなら減らしても良い事を伝えているが、デイケアと相談とする。
　　　　　　　　薬剤調整し、ミルナシプラン(25)2T→1T
　　　　　　　　　　　　　　サインバルタ(20)1カプセル　1×夕食後　追加となる。
・磯島　貴広様～インフルエンザ予防接種施行。糖尿病の事を考え、服薬調整し、エビリファイ中止して、ロナセン(4)2T　2×ndE追加となる。
・藤村　翔　様～3月末で青山荘を退所予定の為、外泊訓練を実施していく。薬剤調整し、セルマニル(3)5T→6T　3×ndE追加となる。
・高田　マキ様～紹介状の内容に不満を訴え急遽受診となる。担当医へ長時間不満を訴え続け、紹介状の書き直しを訴えている。担当医より、診療録通りの内容である事、伝えたいことは口頭で伝えるよう説明されている。
本人より12/4盛岡市にある、心のクリニックを受診予定とのこと。
・菅野　勝利様～どうしても2週間に1回の受診は大変だと話され、本日3週間分を処方されている。問題がなければ、4週間に1回の受診を検討していくとの事。
・清水　秋男様～たまに水曜日に仕事がある事を話されている。その時はデイナイトケアスタッフへ伝えるようにと説明受けている。
・平　京子　様～受診時の血圧148/98mmHgと高めであり、アムロジピン(0.5)0.5T→1Tへ増薬となる。
＜事例検討会＞

カンファレンスシート（　馬渡　武光　様）

実施日：H26年11月26日（水）13：30～14：00

担当チーム：服部、櫻田、松橋

参加者：櫻田、服部、慶長、三浦、川井、佐々木、小屋敷、藤島
検討内容　目標・計画の見直し
	氏名
	馬渡　武光様
	性別
	男
	年齢
	75
	生年月日
	昭和14年5月30日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける。

	本人希望
	糖尿病を悪くしないで、おいしい物を食べて長生きしたい。

	家族希望
	

	入院歴
	計　3回（最終：昭和42年12月20日～平成14年10月11日）

	通所歴
	　2回目

· 前回：平成14年10月14日～平成17年9月30日

· 今回：平成17年11月4日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘

	家族構成



	利用制度
	精神障害者手帳　1級
	障害基礎年金1級
	他（後期高齢者医療）


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	１００歳まで長生きをすれば病気が治るようになる。健康的に青風荘での生活を続ける。
	長生きをするために、運動をして老化防止に繋げていく。
	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。


	①本人が興味を向けることができることを探っていく。スタッフはやりたいことは体験できるように関わっていく。

	
	
	②運動参加の習慣をつける。
	②積極的に運動プログラムに参加する。運動プログラムへ参加しない際は理由を聞いていく。また、運動に出来るだけ参加できるように声をかけていく

	
	
	③SSTのロールプレイに参加し、家族との交流を促す。
	③SSTのロールプレイに参加し、会話の技能を会得する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。
	・食べることに興味があり、畑作業をするときには「具合が悪い」と話しながらも、すぐに気分が変わって参加している。
	・興味を持てるものや楽しみを見つけることが出来ない、見つけようとしない為、具体的な中期・短期目標を再設定している。

	②運動参加の習慣をつける。
	・運動プログラム中に無断で退室することが頻繁にあり、集中して取り組めていない。本人に運動をすると体が弱るという思いがあり、スタッフが運動の必要性を訴えても理解することができない。
	・運動をさぼる事や見学することは声掛けにより以前より見られなくなり、取り組むことが出来ているので、計画は達成とする。

	③SSTのロールプレイに参加し、家族との交流を促す。
	・SSTで家族に連絡をとる練習を行うが、兄様に迷惑を掛けたくないという気持ちがあり、なかなか家族に連絡を取れない。兄様が、連絡しないでほしいと話している様子。
・八戸赤十字病院に入院した時に毎日見舞いに来てくれたことを伝えると涙を流している。
・外泊は入院中の十数年前が最後である。
・兄様は自宅に届く通知等の郵便物を青風荘へ届けるのみが殆どで、本人へは会うことはない。
	・現状では、兄とうまく交流することが出来るようになることも必要ではあるが、他入所者との交流も円滑に行えるよう支援をしていくことも必要である。まずは周囲の他入所者との交流を円滑に行えるようになることを目標として、計画を一部変更とする。

	※迷惑行為・不潔行為について
	・｢俺はケチな男だ｣等と訴えて､何度も使ったお茶パックをポケットに隠し持ち､使用することや､机に落ちた砂糖を舐め取ろうとする等の行動が目立つ。また､青風荘でも､他者が食べているバナナを横から折って食べることや､異性の入所者の尻を触る等の迷惑行為も目立つ。振り返りを行うが､それが迷惑行為･不潔行為だということを理解できない。助言すると､時折表情を硬くすることもある。
	・左記の迷惑･不潔行為が問題点として挙がっており､目標に追加することとなった。どのようなことが迷惑･不潔行為か理解することが困難な様子もある為､まずは理解できるように支援する。計画を新規立案とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	１００歳まで長生きをすれば病気が治るようになる。健康的に青風荘での生活を続ける。
	①生活にハリが持てるように楽しみを見つける。
	①作業療法やレクリエーションに参加し、新しいことに挑戦する。
	①本人が興味を向けることができることを探っていく。スタッフはやりたいことは体験できるように関わっていく。

	
	②青風荘での生活を続ける為に、迷惑行為・不潔行為をしないようにする。
	②どんなことが迷惑行為や不潔行為なのか理解出来るようになる。
	②どんなことが迷惑行為か不潔行為なのかスタッフへ聞く。迷惑行為・不潔行為に至った場合はスタッフと振り返りをする。スタッフは、本人が理解できるように根気強く説明する。

	
	③他者と円滑な交流が出来る。
	③相手に伝わるような話し方をする。
	③SSTのロールプレイに参加し、会話の技能を会得する。スタッフとの会話の中で会話の技能を学べるよう関わっていく。


※治療計画：短期目標を達成するために、具体的に本人・スタッフが行うこと。

· 作成後は、患者情報一覧フォルダに保存して下さい。

青南病院⇒看護共有⇒患者情報一覧⇒外来患者⇒利用者個人フォルダ
隆男様





洋一様





保護者　武志様








